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第 4 章では，本酸素酸化反応に関与するPd-Cu 複合錯体の単離，構造決定および反応の詳細について記述した。
PdC12 (MeCN) 2 と CuC1 と HMPA を酸素雰囲気下で反応させるとクラスター状複合錯体Pd6 Cu 4 C1120 4 (HMP A) 4 が
得られた。この錯体の μ4 一酸素原子は 1 ーアルケンに容易に移行し，定量的にメチルケトンを与える。また，別途
に単離したポリマー状複合錯体 (Pd2CuC16 (HMPA) 2J n は本酸素酸化反応の触媒となる O これらの結果から，酸素
分子は Pd-Cu 複合錯体により活性化されることが明らかになった。
第 5 章では，本触媒によるアルケンのアミド化反応について記述した。電子求引性置換基を持つ 1- アルケンにア















ラジウム，塩化第一銅，および HMPA を酸素下で反応させることによりクラスター状複合錯体 Pd6CU4 Cl1204 
(HMPA)4 とポリマー状複合錯体 (Pd2CuC16 (HMPA) 2) n を単離することに成功した。これらの錯体はいずれもパ
ラジウムと銅とが塩素原子により橋架けされ， HMPAが銅に配位した構造を持つo また クラスター状錯体には三つ
のパラジウムと一つの銅が配位した四配位の酸素原子が含まれている。この酸素原子は 1 -アルケンに容易に移行し，
定量的にメチルケトンを与えるo さらに，これらの複合錯体は共にアルケンの酸素酸化反応の触媒となることから，
本酸素酸化反応の触媒活性種はパラジウムー銅一酸素錯体であることが明らかとなった。
以上，著者はパラジウムー銅複合錯体触媒系の構築により，アルケンの酸素酸化反応の開発に成功し，その触媒機
構を解明した。本論文は遷移金属錯体触媒を用いる酸素酸化反応に新たな知見を与えるものであり，博士論文として
価値あるものと認める。
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